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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉

「キリストはわたしたちの平和であって、二つのものを一つにし、敵意という隔ての中垣
を取り除き、ご自分の肉によって、」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エペソ人への手紙２章14節

「二つのもの」を「一つ」にし、「二つのもの」を「ひとりの新しい人に」、「二つのもの」が「一つのからだ」となり、「二つのもの」が、「一つの御霊の中にあって」というみ言葉に注目しましょう。「二つのもの」とは、互いに遠く離れ、隔ての中垣でしきられ、相互に敵意があり、神の家族として共に歩むことができないでいた、ユダヤ人と異邦人の対立のことを指しています。しかし今や、イエス・キリストが十字架上で肉を裂き、血を流すことによって、「二つのもの」は和解し「一つ」にされました。エペソ書は、主キリストにあって「一つに帰せしめる」という終末的現実を先取りして記しています。(エペソ１：10)
今日においても尚「二つのもの」が敵対し、対峙し、不和であり、分離し、「一つ」になっていない現実があります。国と国、民族と民族、宗派と宗派、人種と人種の間に、隔ての中垣があります。またイエスを主と信じる教会とイエスを主と信じない不信仰なこの世との間に対立があります。過去においては東西の冷戦があったし、現在では、パレスチナとイスラエル、エジプトやシリアの内戦、アメリカと中東世界の国々との対立など深刻な問題があります。日本政府は憲法を改正し、天皇の元首化、集団的自衛権の容認、自衛隊を国防軍へ変えるなど、沖縄に犠牲を強いてアメリカに追随してアメリカと共に戦争のできる国になるかのような政策を進めております。いつの時代も「正義の名目」をもって戦争をしますが、しかし、「正義の戦争」によって平和はもたらされません。
わたしたちは世界が神の主権のもとに和解し、人々が神につくられた「新しい人」（エペソ2：15）になるよう祈りたいものです。敵対し、隔ての中垣をつくって争う諸国の上に、軍事介人によらない平和と和解がもたらされ、日本の為政者たちが平和を脅かす誤った道を踏むことのないよう祈りたいものです。苦難を伴う伝道の中で、教会は神の武具を身につけて戦え  　(エペソ6：10～20)とみ言葉は励ましています。

く祈り>

主なる神様、わたしたちの世界にある敵意という隔ての中垣を打ち砕いてください。
内戦に明け暮れる地域に平和と和解をもたらしてください。主の名によって。アーメン

　　　　　　　　　　濵田京子（横須賀教会牧師、東京中会靖国神社問題特別委員会委員）
	「わたしたちは、集団的自衛権の容認および憲法改正に対して反対します」

　日本国憲法は、近代以降の日本における民主主義的憲法草案の流れに属し、かつての植民地支配と侵略戦争の反省に立って制定されたものです。

　それゆえ、憲法第２章「戦争の放棄」第９条では、武力によらない平和を追求し、国の交戦権を認めないという栄誉ある義務を国に課しています。自衛権でさえ、未定のまま相対的な位置におかれています。それにもかかわらず、安倍政権は自衛権を絶対化し、さらに交戦権の放棄条項を事実上否定する集団的自衛権を憲法解釈と称して容認しようとしています。このことは、「同盟国」支援を口実とした戦争への道備えであり、わたしたちは断固としてこれに反対します。

集団的自衛権が国連憲章で認められているとの主張は、国連憲章の恣意的な引用でしかありません。一方では、同じ国連憲章で明確に規定されている「侵略戦争の定義」を「学問的に定まっていない」と安倍首相が国会で発言し、国連人権小委員会から在日外国人への人権侵害を改善するようにとの再三にわたる警告の無視を続けています。そもそも「同盟国」支援によっては、平和はもたらされないという歴史の経験を直視すべきです。旧約聖書の預言者イザヤは、「あなたたちはこの民が同盟と呼ぶものを何一つ同盟と呼んではならない。彼らが恐れるものを恐れてはならない」（イザヤ書８章１２節）と、恐怖と不信にかられた「同盟」がむしろ戦争を招き寄せることを警告しています。

自民党の改憲草案は近代民主憲法を否定するものであり、格差社会を助長し、あらゆる市民的自由と基本的人権とを抑圧しようとするものです。これは大日本帝国憲法への回帰にほかなりません。また特定秘密保護法案も、国家に都合のよいように住民を管理しようとするものであり、とうてい受け入れられるものではありません。

とりわけ、政教分離原則を「社会的儀礼」、「習俗的行為」の名によって緩和し、国や公的機関が宗教儀礼に関与できるようにすることは、個人の思想・良心・信教の自由を侵害し、戦前の「国家神道」の復活にほかなりません。アジアの人々も、わたしたちの先達も、神社参拝を強要されることによって、戦争に協力させられた痛苦の経験を忘れることはできません。戦後を生きるわたしたちは、そのような過去の過ちを繰り返さないようにする責任があります。それなくしてかつて多大な被害を与えたアジアの人々の信頼を回復し、和解を与えられ、ともに平和をつくり出していくことはできません。

わたしたちは、ローマ帝国の公権力のもとに十字架で殺されたイエスを復活させられた神の正義を信じ、敵を愛しなさいと命じられたイエスを世界の主と信じ、平和をつくり出す人は幸いであると祝福された道に生きたいと願う者として、愛といのちと平和に逆行する集団的自衛権の容認と憲法改正に強く反対の意を表明します。

2013年10月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第63回　日本キリスト教会大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　　高松　牧人

（第63回大会で建議案として出されて決議した声明文）


ヤスクニ問題とわたし
板橋　俊典（下館伝道所委員）
　大会のヤスクニ委員から、表記の題で書くように依頼された。数年前に買っておいた東大教授高橋哲哉『靖国問題』（ちくま新書）を読んで驚いた。戦後11年目に生まれた氏が、戦前・戦中の靖国問題の要点を的確に掴んでおられ、今後のこの国の進路についても精密に指摘している。この問題に関心のある方々は必読でないかと思う。
　すると、私の語るべきことは何もなくなってしまうが、戦後生まれでは体験していない戦時中の暗闇のトンネルの中で体験させられたことを述べておきたい。私は、1941年4月、函館の遺愛女学校（メソジスト系のミッション・スクール）に赴任した。同僚の勧めで教会の礼拝に数回出席しただけで洗礼を志願し、同年7月13日、受洗した。同年6月下旬に日本基督教団が成立したばかりで、多分、教団成立後の受洗第一号は私だったかもしれない。
　同年12月８日、日本軍は無謀にも米軍の基地真珠湾を攻撃してしまった。ヨーロッパ戦線では独軍の猛攻に苦しむ英仏の要望に応えず、米軍は中立を守って貿易の利を独占し太鼓腹を叩いているところへ、長年の戦争（満州事変以来11年目、敗戦までは15年）でくたくたになっている日本軍が真珠湾を攻撃するとは、国民の生活を担っている政府としては無謀の限りである。カナダの領事で引き上げてきた娘さんの自宅を家庭訪問したら、お母さんがぼろぼろの借り家から顔を出して「なぜこんな戦争を始めたか分からない」とこぼしていた。領事館の立派さが目に浮かんだのであろう。
　1941年12月８日、真珠湾攻撃を実施したが、翌42年1月から毎月８日は「大詔奉戴日」として、学校の生徒・教員は必ず全員で神社参拝を強要されることになった。
　42年秋、戦前最後の修学旅行を聖地参拝旅行の名のもとに、他校と協力して実施した。聖地とは、東京では靖国神社と明治神宮（靖国神社創建者とされる人物を祠る）、関西ではその創健者の祖先とされる天照大神を祠る伊勢神宮などであった。遺愛女学校は生徒の将来を思い、東京では夕方歌舞伎座を見学させた。帰郷すると函館新聞に「この非常時に修学旅行でお芝居見物をさせた学校がある」と投書された。
　ダットサンと生徒に渾名された校長は、早速返事の投書を投げ返した。歌舞伎座を見学させたのは、日本の古典に触れさせるためであり、しかも出し物は『忠臣蔵』。君に忠、親に孝を学ばせるものであった。戦時中の教員たちの苦労話である。
＜ヤスクニ・ニュース＞
安倍首相、式年遷宮の儀式に出席
安倍晋三首相は２日、昭恵夫人、麻生太郎副首相ら共に伊勢神宮で行なわれた「式年遷宮」儀式に出席した。伊勢神宮は、天皇家の皇祖神である天照大神を祭る神社で、日本を侵略戦争に向かわせた精神的支柱である国家神道の総本山。靖国神社参拝と同じ脈絡で政教分離を禁止した憲法に反するもの。式年遷宮は20年ごとに社殿を建て替え、鏡や剣など「神体」を移す儀式。これは若さを取り戻して永遠を目指すとして一方、社殿建築の技術を後世に伝える意味を持つ。約1300年前の690年に始まったと伝えられる伊勢神宮の式年遷宮は、一時中断もあり今回で62回目を迎えた。現職首相の同儀式への出席は、1929年の浜口雄幸氏以来84年ぶり。20年ごとなのに84年ぶりなのは、第２次世界大戦敗戦の影響で1949年の第59回儀式が1953年に行なわれたため。（東亜日報10月4日）
米国務長官らが千鳥ケ淵墓苑で献花
外務・防衛担当閣僚による安全保障協議委員会（2プラス2）のため来日中のケリー国務長官とヘーゲル国防長官は、3日、千鳥ケ淵戦没者墓苑を訪れて献花した。安倍首相は今年5月、米外交専門誌のインタビューで「靖国神社参拝は米国のアーリントン国立墓地を参拝するのと同じだ」と主張した。アーリントン国立墓地には、米軍の戦死者らが埋葬されている。ケリー長官は今回、靖国神社の代わりに千鳥ケ淵戦没者墓苑を訪問することで、安倍首相の主張が間違っていることを行動で示したものと分析される。（AFP＝時事10月３日、朝鮮日報日本語版10月4日）
ヘイトスピーチを戒めた判決
　京都市内にある朝鮮学校は、2009年から翌年にかけて、学校の周辺で「在日特権を許さない市民の会」（在特会）の街頭宣伝活動を受け授業を妨害されたとして、裁判に訴えた。京都地裁は、在特会側の一連の行為が「人種差別撤廃条約で禁止した人種差別に当たり違法」と認定し、学校周辺での街宣を禁じる判決を言い渡し、約1200万円の高額な損害賠償の支払いも命じた。判決によると、在特会側は朝鮮学校を「日本からたたき出せ」「ぶっ壊せ」などと拡声器で繰り返した。こうした行為は社会一般の感覚からみても、妥当なものとはいえまい。裁判では、学校に対する計３回の街宣が問題になった。このため判決は「児童を怖がらせ、授業を困難にした」点を重く見た。ヘイトスピーチはいま、東京や大阪など街中のデモで繰り返されている。侮蔑的、差別的な言動を厳に戒めた判決の意味を社会全体で受け止めるべきだ。（日経・社説10月8日）
安倍首相、靖国参拝見送り
安倍首相は靖国神社の秋季例大祭の参拝を見送る。参拝すれば中国や韓国が反発するのは避けられず、首脳会談実現も視野に両国との関係改善に向けた布石にしたいとの判断。私費で「真榊」を奉納する。参拝に反対する中韓と、自らの支持基盤である保守層の双方に配慮する狙い。日本と中韓の関係悪化を懸念する米国の意向も考慮したようだ。（共同10月12日）
文科省、竹富教科書問題で沖縄県に是正要求
下村文部科学相は、竹富町教育委員会が石垣市・与那国町と異なる中学校公民教科書を独自に採択している問題で、教科書無償処置法に違反しているとして、地方自治法に基づく是正要求をするよう沖縄県教育委員会に指示した。是正要求は、国が地方自治体に対して行う最も強い措置で、従わない場合は違法確認訴訟を起こすことも検討している。琉球新報は、これは「“恫喝”に等しく、抵抗への“見せしめ”」と述べている。（琉球新報10月19日）
米政府の元高官が懸念
元米国務副長官のアーミテージ氏と元国防次官補のナイ氏は29日、都内のシンポジウムで戦時中の日本軍「慰安婦」問題をめぐり強制性と日本軍の関与を認めた河野官房長官談話「見直し」を安倍晋三首相がもくろんでいることや、日本の首相による靖国神社参拝に懸念の声をあげた。ナイ氏は「河野談話は歴史問題について明確に処理した。これを否定すれば日本に大きなダメージ、米国との関係を傷つける波及効果も与える」と強調。また首相が「靖国神社に参拝すると大きな打撃を近隣諸国に与え、米国との関係もマイナスになる」と述べた。アーミテージ氏も靖国参拝について「全ての国民を代表していることから行動すべき」と指摘した。（赤旗10月30日）
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「特定秘密保護法案」が閣議決定
「日本カトリック正義と平和協議会」は、「特定秘密」の指定を行政側が恣意的に行い、情報公開制度が整備されていない中では、あらゆる方面に及ぶ可能性があり、公務員だけでなく「秘密」を取得した民間人をも処罰対象とし、国会議員にまでも秘密厳守を求める内容であるとして、反対の声明文を出した。（キリスト者平和ネット10月30日）
